
10

20

JP 7251309 B2 2023.4.4

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7251309号

(P7251309)
(24)登録日　令和5年3月27日(2023.3.27)(45)発行日　令和5年4月4日(2023.4.4)

(54)【発明の名称】　記録装置

(51)国際特許分類
　   Ｈ０４Ｎ 1/00 (2006.01)
　   Ｇ０３Ｇ 21/16 (2006.01)
　   Ｂ４１Ｊ 29/13 (2006.01)

ＦＩ
　Ｈ０４Ｎ 1/00 ５１９ 　　　
　Ｇ０３Ｇ 21/16 １３３ 　　　
　Ｇ０３Ｇ 21/16 １０４ 　　　
　Ｂ４１Ｊ 29/13 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2019-95328(P2019-95328)
(22)出願日　 令和1年5月21日(2019.5.21)
(65)公開番号　 特開2020-191527(P2020-191527 

A)
(43)公開日　 令和2年11月26日(2020.11.26)

審査請求日　 令和4年4月6日(2022.4.6)

(73)特許権者　 000002369
セイコーエプソン株式会社
東京都新宿区新宿四丁目１番６号

(74)代理人　 100105957
弁理士　恩田  誠

(74)代理人　 100068755
弁理士　恩田  博宣

(72)発明者　 佐々木  恵亮
長野県諏訪市大和３丁目３番５号  セイ 
コーエプソン株式会社内

審査官　 豊田  好一

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 媒 体 に 記 録 す る 記 録 部 と 、
　 前 記 記 録 部 を 収 容 す る 筐 体 と 、
　 前 記 媒 体 を 収 容 す る 収 容 部 と 、
　 前 記 筐 体 の 上 部 に 位 置 す る 読 取 ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え 、
　 前 記 読 取 ユ ニ ッ ト は 、 原 稿 を 読 み 取 る 読 取 部 と 、 前 記 原 稿 を 案 内 す る た め の 案 内 部 材 と  
、 前 記 読 取 部 に よ っ て 読 み 取 ら れ る 前 記 原 稿 が 通 過 す る 開 口 と 、 を 有 し 、
　 前 記 案 内 部 材 は 、
  前 記 筐 体 に 対 し て 回 転 す る 場 合 に 軸 と な る 基 端 部 分 と 、
  前 記 基 端 部 分 と は 反 対 の 先 端 部 分 と 、 を 有 し 、
　 前 記 筐 体 に 対 し て 回 転 す る こ と に よ っ て 、 前 記 開 口 を 露 出 さ せ る と と も に 前 記 原 稿 を 案  
内 可 能 と な る 第 １ 位 置 と 、 前 記 開 口 を 覆 う 第 ２ 位 置 と に 変 位 し 、
  前 記 先 端 部 分 と 前 記 筐 体 の 後 面 と の 距 離 が 短 く な る よ う に 回 転 す る こ と に よ っ て 前 記 第  
１ 位 置 に 変 位 し 、
  前 記 先 端 部 分 は 、 前 記 案 内 部 材 が 前 記 第 １ 位 置 に 位 置 す る 場 合 に 、 前 記 筐 体 の 後 面 よ り  
も 前 方 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 第 １ 位 置 に お い て 、 前 記 読 取 部 に よ っ て 読 み 取 ら れ た 後 の 前 記 原  
稿 を 受 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 記 録 装 置 。

請求項の数　6　（全12頁）



10

20

30

40

50

JP 7251309 B2 2023.4.4(2)

【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 収 容 部 か ら 前 記 記 録 部 に 向 け て 延 び 、 前 記 媒 体 が 搬 送 さ れ る 搬 送 経 路 を 備 え 、
　 前 記 搬 送 経 路 は 、 搬 送 さ れ る 前 記 媒 体 を 湾 曲 さ せ る 湾 曲 部 分 を 有 し 、
　 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 第 １ 位 置 に お い て 、 前 記 湾 曲 部 分 の 上 方 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と  
す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 収 容 部 か ら 前 記 記 録 部 に 向 け て 前 記 媒 体 を 搬 送 す る 搬 送 部 を 備 え 、
　 前 記 搬 送 部 は 、 前 記 収 容 部 か ら 前 記 記 録 部 に 向 か う 過 程 に お い て 前 記 媒 体 の 姿 勢 を 反 転  
さ せ る 反 転 ロ ー ラ ー を 有 し 、
　 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 第 １ 位 置 に お い て 、 前 記 反 転 ロ ー ラ ー の 上 方 に 位 置 す る こ と を 特  
徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 筐 体 に 対 し て 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ る 第 １ 部 材 と 、 前 記 第 １ 部  
材 に 対 し て 変 位 す る よ う に 構 成 さ れ る 第 ２ 部 材 と を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 部 材 は 、 前 記 第 １ 部 材 に 収 容 さ れ る 収 容 位 置 と 、 前 記 第 １ 部 材 か ら 連 な る よ う  
に 延 び る 延 伸 位 置 と に 変 位 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の 何 れ か 一 項 に 記  
載 の 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 読 取 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 筐 体 の 前 面 か ら 前 記 筐 体 の 後 面 に 向 か う 方 向 へ 前 記 原 稿 を 供  
給 す る 供 給 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 記 録  
装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 記 録 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 記 録 装 置 の 一 例 と し て 、 原 稿 を 読 み 取 る 読 取 ユ ニ ッ ト を 備 え 、 媒 体 に  
画 像 を 形 成 す る 画 像 形 成 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。 読 取 ユ ニ ッ ト は 、 原 稿 を 読 み 取 る 読 取 部  
と 、 原 稿 を 案 内 す る 案 内 部 材 の 一 例 で あ る ト レ イ と を 有 す る 。 こ の 読 取 ユ ニ ッ ト は 、 ト レ  
イ に 置 か れ た 原 稿 を 読 取 部 に 向 け て 送 る こ と に よ っ て 、 そ の 原 稿 を 読 み 取 る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ０ ９ ２ １ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ う し た 読 取 ユ ニ ッ ト を 備 え る 画 像 形 成 装 置 に お い て は 、 大 気 中 の 塵 埃 が 読 取 ユ ニ ッ ト  
内 に 進 入 す る こ と が あ る 。 読 取 ユ ニ ッ ト へ の 塵 埃 の 進 入 を 抑 制 す る た め に カ バ ー を 設 け る  
と 、 部 品 点 数 が 増 加 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 記 録 装 置 は 、 媒 体 に 記 録 す る 記 録 部 と 、 前 記 記 録 部 を 収 容 す る 筐 体  
と 、 前 記 筐 体 に 対 し て 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ 、 前 記 媒 体 を 収 容 す る 収 容 部 と 、 前 記 筐 体 の 上  
部 に 位 置 す る 読 取 ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え 、 前 記 読 取 ユ ニ ッ ト は 、 原 稿 を 読 み 取 る 読 取 部 と 、  
前 記 原 稿 を 案 内 す る た め の 案 内 部 材 と 、 前 記 読 取 部 に よ っ て 読 み 取 ら れ る 前 記 原 稿 が 通 過  
す る 開 口 と 、 を 有 し 、 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 筐 体 に 対 し て 回 転 す る こ と に よ っ て 、 前 記 開  
口 を 露 出 さ せ る と と も に 前 記 原 稿 を 案 内 可 能 と な る 第 １ 位 置 と 、 前 記 開 口 を 覆 う 第 ２ 位 置  
と に 変 位 す る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 図 １ 】 記 録 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 案 内 部 材 が 第 １ 位 置 に 位 置 す る と き の 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 収 容 部 が 引 き 出 さ れ た と き の 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 図 １ に お け る 記 録 装 置 の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 図 ２ に お け る 記 録 装 置 の 断 面 図 。
【 図 ６ 】 記 録 装 置 の 変 更 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ７ 】 記 録 装 置 の 別 の 変 更 例 を 示 す 断 面 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 記 録 装 置 の 一 実 施 形 態 に つ い て 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 記 録 装 置 は 、 例 え ば  
、 用 紙 等 の 媒 体 に 液 体 の 一 例 で あ る イ ン ク を 吐 出 す る こ と に よ っ て 、 文 字 、 写 真 等 の 画 像  
を 記 録 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 の プ リ ン タ ー で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 記 録 装 置 １ １ は 、 筐 体 １ ２ を 備 え る 。 記 録 装 置 １ １ は 、 媒 体 ９ ９ に  
記 録 す る 記 録 部 １ ３ を 備 え る 。 筐 体 １ ２ は 、 記 録 部 １ ３ を 収 容 す る 。 記 録 部 １ ３ は 、 例 え  
ば 媒 体 ９ ９ に 向 け て 液 体 を 吐 出 す る ヘ ッ ド で あ る 。 記 録 部 １ ３ は 、 筐 体 １ ２ 内 を 搬 送 さ れ  
る 媒 体 ９ ９ に 液 体 を 吐 出 す る こ と に よ り 、 媒 体 ９ ９ に 画 像 を 記 録 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 記 録 装 置 １ １ は 、 ユ ー ザ ー が 記 録 装 置 １ １ を 操 作 す る た め の 操 作 部 １ ４ を 備 え る 。 操 作  
部 １ ４ は 、 例 え ば 、 情 報 を 表 示 す る 表 示 画 面 １ ５ と 、 操 作 に 関 す る 指 示 を 記 録 装 置 １ １ に  
与 え る た め の 操 作 ボ タ ン １ ６ と を 有 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 操 作 部 １ ４ は 、 筐 体 １ ２  
の 前 面 １ ２ Ａ に 位 置 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 記 録 装 置 １ １ は 、 排 出 カ バ ー １ ７ を 備 え る 。 排 出 カ バ ー １ ７ は 、 筐 体 １ ２  
に 対 し て 開 閉 可 能 と さ れ る 。 排 出 カ バ ー １ ７ は 、 筐 体 １ ２ の 前 面 １ ２ Ａ に 位 置 す る 。 図 １  
に お い て 、 排 出 カ バ ー １ ７ は 閉 じ て い る 。 排 出 カ バ ー １ ７ が 開 く こ と に よ っ て 、 記 録 さ れ  
た 媒 体 ９ ９ を 排 出 可 能 と な る 。 記 録 さ れ た 媒 体 ９ ９ は 、 筐 体 １ ２ の 前 方 に 向 け て 排 出 さ れ  
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 記 録 装 置 １ １ は 、 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ を 備 え る 。 読 取 ユ ニ ッ  
ト １ ８ は 、 筐 体 １ ２ の 上 部 に 位 置 す る 。 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ は 、 原 稿 ９ １ を 読 取 可 能 に 構 成  
さ れ る 。 原 稿 ９ １ に は 、 文 字 、 写 真 な ど の 画 像 が 記 録 さ れ て い る 。 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ 内 に  
原 稿 ９ １ が 送 ら れ る こ と に よ っ て 、 そ の 原 稿 ９ １ に 記 録 さ れ た 画 像 が 読 み 取 ら れ る 。 す な  
わ ち 、 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ は 、 シ ー ト フ ィ ー ド 式 の ス キ ャ ナ ー で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て  
は 、 筐 体 １ ２ の 上 面 １ ２ Ｂ に 置 か れ た 原 稿 ９ １ が 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ 内 に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ は 、 原 稿 ９ １ を 案 内 す る た め の 案 内 部 材 １ ９ を 有 す る 。 案 内 部 材 １ ９  
は 、 読 み 取 ら れ る 原 稿 ９ １ を 案 内 す る 。 案 内 部 材 １ ９ は 、 筐 体 １ ２ に 対 し て 回 転 す る こ と  
に よ っ て 、 第 １ 位 置 Ｄ １ と 第 ２ 位 置 Ｄ ２ と に 変 位 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 本 実 施 形 態 の 案  
内 部 材 １ ９ は 、 案 内 部 材 １ ９ は 、 筐 体 １ ２ に 対 し て 開 閉 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 図 １ に お  
け る 案 内 部 材 １ ９ は 第 ２ 位 置 Ｄ ２ に 位 置 し 、 図 ２ に お け る 案 内 部 材 １ ９ は 第 １ 位 置 Ｄ １ に  
位 置 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 案 内 部 材 １ ９ は 、 第 １ 位 置 Ｄ １ に 位 置 す る 場 合 に 、 原 稿 ９ １ を 案 内 可 能 と な る 。 例 え ば  
、 案 内 部 材 １ ９ は 、 第 １ 位 置 Ｄ １ に 位 置 す る 場 合 に 、 読 取 前 の 原 稿 ９ １ が 置 か れ る ト レ イ  
、 又 は 読 取 後 の 原 稿 ９ １ を 受 け る ト レ イ と し て 機 能 し て も よ い 。 案 内 部 材 １ ９ は 、 読 取 前  
の 原 稿 ９ １ が 置 か れ る ト レ イ と し て 機 能 す る 場 合 、 置 か れ た 原 稿 ９ １ が 送 ら れ る と き に そ  
の 原 稿 ９ １ を 案 内 す る 。 案 内 部 材 １ ９ は 、 読 取 後 の 原 稿 ９ １ を 受 け る ト レ イ と し て 機 能 す  
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る 場 合 、 原 稿 ９ １ を 受 け る と き に そ の 原 稿 ９ １ を 案 内 す る 。 案 内 部 材 １ ９ は 、 ト レ イ に 限  
ら ず 、 原 稿 ９ １ を 案 内 す る 経 路 と し て 機 能 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 案 内 部 材 １ ９ は 、 第 ２ 位 置 Ｄ ２ に 位 置 す る 場 合 に 、 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ の カ バ ー と し て 機  
能 す る 。 例 え ば 、 案 内 部 材 １ ９ は 、 第 ２ 位 置 Ｄ ２ に 位 置 す る 場 合 に 、 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ 内  
に 大 気 中 の 塵 埃 が 進 入 す る こ と を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 記 録 装 置 １ １ は 、 媒 体 ９ ９ を 収 容 す る 収 容 部 ２ １ を 備 え る 。 収 容 部  
２ １ は 、 記 録 前 の 媒 体 ９ ９ を 収 容 す る 。 収 容 部 ２ １ は 、 筐 体 １ ２ に 対 し て 着 脱 可 能 に 構 成  
さ れ る 。 本 実 施 形 態 の 収 容 部 ２ １ は 、 例 え ば 、 複 数 の 媒 体 ９ ９ を 積 層 す る 状 態 で 収 容 可 能  
な カ セ ッ ト で あ る 。 収 容 部 ２ １ は 、 筐 体 １ ２ の 前 面 １ ２ Ａ か ら 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ る 。 図  
３ に お い て 収 容 部 ２ １ は 、 筐 体 １ ２ か ら 引 き 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 収 容 部 ２ １ に 排 出 カ バ ー １ ７ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ の た め 、  
収 容 部 ２ １ が 筐 体 １ ２ か ら 取 り 外 さ れ る と 、 排 出 カ バ ー １ ７ が 筐 体 １ ２ に 対 し て 開 く 。 排  
出 カ バ ー １ ７ は 、 収 容 部 ２ １ に 対 し て 回 転 可 能 な 状 態 で 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 記 録 装 置 １ １ は 、 収 容 部 ２ １ か ら 記 録 部 １ ３ に 向 け て  
延 び る 搬 送 経 路 ２ ２ を 備 え る 。 搬 送 経 路 ２ ２ は 、 媒 体 ９ ９ が 搬 送 さ れ る 経 路 で あ る 。 収 容  
部 ２ １ に 収 容 さ れ る 媒 体 ９ ９ は 、 搬 送 経 路 ２ ２ を 通 じ て 記 録 部 １ ３ に 搬 送 さ れ る 。 図 ４ に  
お い て 、 筐 体 １ ２ 内 に １ 点 鎖 線 で 示 さ れ る 経 路 が 搬 送 経 路 ２ ２ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 搬 送 経 路 ２ ２ は 、 搬 送 さ れ る 媒 体 ９ ９ を 湾 曲 さ せ る 湾 曲 部 分 ２ ２ Ａ を 有 し て も よ い 。 こ  
の 場 合 、 湾 曲 部 分 ２ ２ Ａ を 媒 体 ９ ９ が 搬 送 さ れ る と き に 、 搬 送 経 路 ２ ２ は 、 そ の 媒 体 ９ ９  
を 湾 曲 さ せ る 。 湾 曲 部 分 ２ ２ Ａ は 、 搬 送 経 路 ２ ２ に お い て 、 湾 曲 し な が ら 延 び る 部 分 で あ  
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 記 録 装 置 １ １ は 、 片 面 に 記 録 さ れ た 媒 体 ９ ９ を 搬 送 経 路 ２ ２ に 戻 す た め の 反 転 経 路 ２ ３  
を 備 え て も よ い 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 図 ４ に お い て 、 筐 体 １ ２ 内 に 破 線 で 示 さ れ る 経  
路 が 反 転 経 路 ２ ３ で あ る 。 反 転 経 路 ２ ３ は 、 搬 送 経 路 ２ ２ の 下 流 部 分 と 搬 送 経 路 ２ ２ の 上  
流 部 分 と に 繋 が る 。 反 転 経 路 ２ ３ と 搬 送 経 路 ２ ２ と の 接 続 点 は 、 搬 送 経 路 ２ ２ に お い て 、  
湾 曲 部 分 ２ ２ Ａ を 挟 む よ う に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 例 え ば 、 媒 体 ９ ９ の 両 面 に 記 録 す る 場 合 に 、 反 転 経 路 ２ ３ を 媒 体 ９ ９ が 搬 送 さ れ る 。 片  
面 に 記 録 さ れ た 媒 体 ９ ９ は 、 搬 送 経 路 ２ ２ を 通 常 と は 逆 向 き に 搬 送 さ れ る こ と に よ っ て 、  
反 転 経 路 ２ ３ に 案 内 さ れ る 。 反 転 経 路 ２ ３ に 案 内 さ れ た 媒 体 ９ ９ は 、 反 転 経 路 ２ ３ を 搬 送  
さ れ る こ と に よ っ て 、 搬 送 経 路 ２ ２ に 戻 さ れ る 。 搬 送 経 路 ２ ２ に 戻 さ れ た 媒 体 ９ ９ は 、 再  
び 搬 送 経 路 ２ ２ を 記 録 部 １ ３ に 向 け て 搬 送 さ れ る 。 こ の と き 、 媒 体 ９ ９ は 、 記 録 さ れ た 面  
と は 反 対 の 面 が 記 録 部 １ ３ と 対 向 す る 姿 勢 と な る 。 こ の よ う に し て 、 記 録 装 置 １ １ は 、 媒  
体 ９ ９ の 両 面 に 記 録 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 形 態 の 記 録 装 置 １ １ は 、 収 容 部 ２ １ か ら 記 録 部 １ ３ に 向 け て 媒 体 ９ ９ を 搬 送 す る  
搬 送 部 ２ ４ を 備 え る 。 搬 送 部 ２ ４ は 、 例 え ば 、 搬 送 経 路 ２ ２ に 沿 っ て 媒 体 ９ ９ を 搬 送 す る  
。 搬 送 部 ２ ４ は 、 例 え ば 複 数 の ロ ー ラ ー で 構 成 さ れ る 。 搬 送 部 ２ ４ を 構 成 す る 複 数 の ロ ー  
ラ ー は 、 例 え ば 、 搬 送 経 路 ２ ２ に 沿 っ て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 搬 送 部 ２ ４ は 、 収 容 部 ２ １ か ら 記 録 部 １ ３ に 向 か う 過 程 に お い て 媒 体 ９ ９ の 姿 勢 を 反 転  
さ せ る 反 転 ロ ー ラ ー ２ ４ Ａ を 有 し て も よ い 。 反 転 ロ ー ラ ー ２ ４ Ａ は 、 媒 体 ９ ９ を 湾 曲 さ せ  
な が ら 搬 送 す る 。 こ れ に よ り 、 媒 体 ９ ９ の 姿 勢 が 、 収 容 部 ２ １ か ら 記 録 部 １ ３ に 向 か う 過  
程 で 、 上 下 に 反 転 す る 。 本 実 施 形 態 の 反 転 ロ ー ラ ー ２ ４ Ａ は 、 搬 送 経 路 ２ ２ の 湾 曲 部 分 ２  
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２ Ａ に 、 そ の 外 周 面 が 沿 う よ う に 位 置 す る 。 す な わ ち 、 湾 曲 部 分 ２ ２ Ａ は 、 搬 送 経 路 ２ ２  
に お い て 、 反 転 ロ ー ラ ー ２ ４ Ａ の 外 周 面 に 沿 っ て 延 び る 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ は 、 原 稿 ９ １ を 読 み 取 る 読 取 部 ２ ６ を 有 す る 。 読  
取 部 ２ ６ は 、 例 え ば イ メ ー ジ セ ン サ ー モ ジ ュ ー ル で あ る 。 読 取 部 ２ ６ は 、 読 取 ユ ニ ッ ト １  
８ に お い て 固 定 さ れ る 。 読 取 部 ２ ６ は 、 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ 外 か ら 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ 内 に 送  
ら れ る 原 稿 ９ １ を 読 み 取 る 。 本 実 施 形 態 の 読 取 部 ２ ６ は 、 原 稿 ９ １ を 下 方 か ら 読 み 取 る 。  
そ の た め 、 本 実 施 形 態 の 読 取 部 ２ ６ は 、 筐 体 １ ２ の 上 面 １ ２ Ｂ に 置 か れ た 原 稿 ９ １ の 下 面  
を 読 み 取 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ は 、 読 取 部 ２ ６ に よ っ て 読 み 取 ら れ る 原 稿 ９ １ が 通 過 す る 開 口 ２ ７ を  
有 す る 。 本 実 施 形 態 の 開 口 ２ ７ は 、 読 取 部 ２ ６ に 向 け て 原 稿 ９ １ を 供 給 す る た め の 供 給 開  
口 ２ ８ と 、 読 取 後 に 原 稿 ９ １ を 排 出 す る た め の 排 出 開 口 ２ ９ と を 含 む 。 原 稿 ９ １ は 、 供 給  
開 口 ２ ８ を 通 過 す る こ と に よ っ て 、 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ 外 か ら 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ 内 に 送 ら れ  
る 。 原 稿 ９ １ は 、 排 出 開 口 ２ ９ を 通 過 す る こ と に よ っ て 、 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ 内 か ら 読 取 ユ  
ニ ッ ト １ ８ 外 に 送 ら れ る 。 原 稿 ９ １ は 、 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ に セ ッ ト さ れ る 場 合 、 そ の 先 端  
が 供 給 開 口 ２ ８ に 差 し 込 ま れ た 状 態 で 筐 体 １ ２ の 上 面 １ ２ Ｂ に 置 か れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ は 、 読 取 部 ２ ６ に よ っ て 読 み 取 ら れ る 原 稿 ９ １ が 通 過 す る 供 給 経 路 ３  
１ を 有 す る 。 供 給 経 路 ３ １ は 、 供 給 開 口 ２ ８ と 排 出 開 口 ２ ９ と に 繋 が る 経 路 で あ る 。 読 取  
部 ２ ６ は 、 供 給 経 路 ３ １ を 通 過 す る 原 稿 ９ １ を 読 み 取 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ は 、 原 稿 ９ １ を 供 給 す る 供 給 部 ３ ２ を 有 す る 。 本 実 施 形  
態 の 供 給 部 ３ ２ は 、 筐 体 １ ２ の 前 面 １ ２ Ａ か ら 筐 体 １ ２ の 後 面 １ ２ Ｃ に 向 か う 方 向 へ 原 稿  
９ １ を 供 給 す る 。 筐 体 １ ２ の 後 面 １ ２ Ｃ と は 、 筐 体 １ ２ の 前 面 １ ２ Ａ と は 反 対 の 面 で あ る  
。 供 給 部 ３ ２ は 、 読 取 部 ２ ６ に 向 け て 原 稿 ９ １ を 供 給 す る 。 供 給 部 ３ ２ は 、 例 え ば ロ ー ラ  
ー 対 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ は 、 原 稿 ９ １ を 排 出 す る 排 出 部 ３ ３ を 有 す る 。 本 実 施 形  
態 の 排 出 部 ３ ３ は 、 筐 体 １ ２ の 前 面 １ ２ Ａ か ら 筐 体 １ ２ の 後 面 １ ２ Ｃ に 向 か う 方 向 へ 原 稿  
９ １ を 排 出 す る 。 排 出 部 ３ ３ は 、 例 え ば ロ ー ラ ー 対 で あ る 。 供 給 部 ３ ２ 及 び 排 出 部 ３ ３ は  
、 供 給 経 路 ３ １ に 沿 っ て 原 稿 ９ １ を 送 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 読 取 部 ２ ６ 、 供 給 部 ３ ２ 及 び 排 出 部 ３ ３ は 、 供 給 経 路 ３ １  
沿 い に 並 ん で 配 置 さ れ る 。 原 稿 ９ １ が 送 ら れ る 方 向 に お い て 、 供 給 部 ３ ２ 、 読 取 部 ２ ６ 、  
排 出 部 ３ ３ は 、 こ の 順 で 供 給 経 路 ３ １ 沿 い に 並 ん で 配 置 さ れ る 。 尚 、 供 給 部 ３ ２ は 供 給 ロ  
ー ラ ー 、 排 出 部 ３ ３ は 排 出 ロ ー ラ ー で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 案 内 部 材 １ ９ は 、 第 １ 位 置 Ｄ １ に お い て 、 開 口 ２ ７ を 露 出 さ せ る 。 本 実 施 形 態 の 案 内 部  
材 １ ９ は 、 供 給 開 口 ２ ８ と 排 出 開 口 ２ ９ と の 双 方 を 露 出 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 原 稿 ９ １ が  
開 口 ２ ７ を 通 過 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 案 内 部 材 １ ９ が 第 １ 位 置 Ｄ １ に 位 置 す る 場 合 に 、  
ユ ー ザ ー は 、 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 開 口 ２ ７ が 常 に 露 出 し て い る と 、 大 気 中 の 塵 埃 が 開 口 ２ ７ を 通 じ て 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ 内  
に 進 入 す る こ と が あ る 。 特 に 、 塵 埃 が 読 取 部 ２ ６ に 付 着 す る と 、 読 取 精 度 が 低 下 す る お そ  
れ が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 案 内 部 材 １ ９ は 、 第 ２ 位 置 Ｄ ２ に お い て 、 開 口 ２ ７ を 覆 う 。 本 実 施 形 態 の 案 内 部 材 １ ９  
は 、 供 給 開 口 ２ ８ と 排 出 開 口 ２ ９ と の 双 方 を 覆 う 。 案 内 部 材 １ ９ が 第 ２ 位 置 Ｄ ２ に 位 置 す  
る こ と に よ っ て 、 開 口 ２ ７ か ら 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ 内 に 大 気 中 の 塵 埃 が 進 入 す る こ と を 抑 制  
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で き る 。 こ の よ う に 、 原 稿 ９ １ を 案 内 す る た め の 部 材 で あ る 案 内 部 材 １ ９ が 塵 埃 の 進 入 を  
抑 制 す る こ と に よ っ て 、 部 品 点 数 を 増 加 さ せ る こ と な く 、 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ 内 に 塵 埃 が 進  
入 す る こ と を 抑 制 で き る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ ー は 、 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ を 使 用 し な い 場 合 に 、  
案 内 部 材 １ ９ を 第 ２ 位 置 Ｄ ２ に 位 置 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 形 態 の 案 内 部 材 １ ９ は 、 第 １ 位 置 Ｄ １ に お い て 、 読 取 部 ２ ６ に よ っ て 読 み 取 ら れ  
た 後 の 原 稿 ９ １ を 受 け る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 の 案 内 部 材 １ ９ は 、 第 １ 位 置 Ｄ １ に お い  
て 、 読 取 後 の 原 稿 ９ １ を 受 け る ト レ イ と し て 機 能 す る 。 こ う す る と 、 読 取 部 ２ ６ に よ っ て  
読 み 取 ら れ た 後 の 原 稿 ９ １ を 受 け る 案 内 部 材 １ ９ を 、 塵 埃 の 進 入 を 抑 制 す る 構 成 と し て 機  
能 さ せ る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 排 出 開 口 ２ ９ を 通 過 し た 原 稿 ９ １ の 先 端  
が 案 内 部 材 １ ９ に 接 触 す る こ と に よ っ て 、 案 内 部 材 １ ９ が 原 稿 ９ １ を 案 内 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 案 内 部 材 １ ９ は 、 筐 体 １ ２ に 対 し て 回 転 す る 場 合 に 軸 と な る 基 端 部 分 １ ９  
Ａ と 、 基 端 部 分 １ ９ Ａ と は 反 対 の 先 端 部 分 １ ９ Ｂ と を 有 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 基 端  
部 分 １ ９ Ａ は 、 筐 体 １ ２ の 上 部 に お い て 、 読 取 部 ２ ６ よ り も 後 方 に 位 置 す る 。 す な わ ち 、  
筐 体 １ ２ の 上 部 に お い て 、 基 端 部 分 １ ９ Ａ と 筐 体 １ ２ の 後 面 １ ２ Ｃ と の 間 の 距 離 は 、 読 取  
部 ２ ６ と 筐 体 １ ２ の 後 面 １ ２ Ｃ と の 間 の 距 離 よ り も 短 い 。 案 内 部 材 １ ９ は 、 先 端 部 分 １ ９  
Ｂ が 変 位 す る こ と に よ っ て 開 閉 す る 。 先 端 部 分 １ ９ Ｂ と は 、 基 端 部 分 １ ９ Ａ と は 反 対 の 端  
部 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 先 端 部 分 １ ９ Ｂ は 、 案 内 部 材 １ ９ が 第 １ 位 置 Ｄ １ に 位 置 す る 場 合  
に 、 筐 体 １ ２ の 後 面 １ ２ Ｃ よ り も 前 方 に 位 置 す る 。 こ の 場 合 、 筐 体 １ ２ を 上 方 か ら 見 る と  
、 案 内 部 材 １ ９ と 筐 体 １ ２ と が 重 な る 。 こ れ に よ り 、 記 録 装 置 １ １ の 設 置 に 要 す る 設 置 面  
積 の 増 加 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 仮 に 、 案 内 部 材 １ ９ が 第 １ 位 置 Ｄ １ に 位 置 す る 場 合 に 、 先 端 部 分 １ ９ Ｂ が 筐 体 １ ２ の 後  
面 １ ２ Ｃ よ り も 後 方 に 位 置 す る 場 合 を 考 え る 。 こ の 場 合 、 筐 体 １ ２ を 上 方 か ら 見 る と 、 先  
端 部 分 １ ９ Ｂ が 筐 体 １ ２ か ら は み 出 る よ う に 位 置 す る 。 そ の た め 、 こ の 場 合 に お い て は 、  
記 録 装 置 １ １ の 設 置 面 積 が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 案 内 部 材 １ ９ は 、 筐 体 １ ２ の 上 部 に お い て 先 端 部 分 １ ９ Ｂ と 筐 体 １ ２ の 後  
面 １ ２ Ｃ と の 間 の 距 離 が 短 く な る よ う に 回 転 す る こ と に よ っ て 、 第 １ 位 置 Ｄ １ に 変 位 す る  
。 案 内 部 材 １ ９ は 、 筐 体 １ ２ の 上 部 に お い て 先 端 部 分 １ ９ Ｂ と 筐 体 １ ２ の 前 面 １ ２ Ａ と の  
間 の 距 離 が 短 く な る よ う に 回 転 す る こ と に よ っ て 、 第 ２ 位 置 Ｄ ２ に 変 位 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 案 内 部 材 １ ９ は 、 第 １ 位 置 Ｄ １ に お い て 、 湾 曲 部 分 ２ ２ Ａ の 上 方 に 位 置 し て も よ い 。 す  
な わ ち 、 筐 体 １ ２ を 上 方 か ら 見 た と き に 、 第 １ 位 置 Ｄ １ に 位 置 す る 案 内 部 材 １ ９ と 、 湾 曲  
部 分 ２ ２ Ａ と が 重 な っ て い て も よ い 。 こ う す る と 、 記 録 装 置 １ １ の 大 型 化 を 抑 制 で き る 。  
本 実 施 形 態 の 案 内 部 材 １ ９ は 、 第 ２ 位 置 Ｄ ２ に お い て も 、 湾 曲 部 分 ２ ２ Ａ の 上 方 に 位 置 す  
る 。 特 に 、 基 端 部 分 １ ９ Ａ が 、 湾 曲 部 分 ２ ２ Ａ の 上 方 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 案 内 部 材 １ ９ は 、 第 １ 位 置 Ｄ １ に お い て 、 反 転 ロ ー ラ ー ２ ４ Ａ の 上 方 に 位 置 し て も よ い  
。 す な わ ち 、 筐 体 １ ２ を 上 方 か ら 見 た と き に 、 第 １ 位 置 Ｄ １ に 位 置 す る 案 内 部 材 １ ９ と 、  
反 転 ロ ー ラ ー ２ ４ Ａ と が 重 な っ て い て も よ い 。 こ う す る と 、 記 録 装 置 １ １ の 大 型 化 を 抑 制  
で き る 。 本 実 施 形 態 の 案 内 部 材 １ ９ は 、 第 ２ 位 置 Ｄ ２ に お い て も 、 反 転 ロ ー ラ ー ２ ４ Ａ の  
上 方 に 位 置 す る 。 特 に 、 基 端 部 分 １ ９ Ａ が 、 反 転 ロ ー ラ ー ２ ４ Ａ の 上 方 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 上 記 実 施 形 態 の 作 用 及 び 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 （ １ ） 案 内 部 材 １ ９ は 、 筐 体 １ ２ に 対 し て 回 転 す る こ と に よ っ て 、 開 口 ２ ７ を 露 出 さ せ  
る と と も に 原 稿 ９ １ を 案 内 可 能 と な る 第 １ 位 置 Ｄ １ と 、 開 口 ２ ７ を 覆 う 第 ２ 位 置 Ｄ ２ と に  
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変 位 す る 。 案 内 部 材 １ ９ が 第 ２ 位 置 Ｄ ２ に 位 置 す る こ と に よ っ て 、 開 口 ２ ７ か ら 読 取 ユ ニ  
ッ ト １ ８ 内 に 塵 埃 が 進 入 す る こ と を 抑 制 で き る 。 こ の よ う に 、 原 稿 ９ １ を 案 内 す る た め の  
部 材 で あ る 案 内 部 材 １ ９ が 塵 埃 の 進 入 を 抑 制 す る こ と に よ っ て 、 部 品 点 数 を 増 加 さ せ る こ  
と な く 、 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ に 塵 埃 が 進 入 す る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ ２ ） 案 内 部 材 １ ９ は 、 第 １ 位 置 Ｄ １ に お い て 、 読 取 部 ２ ６ に よ っ て 読 み 取 ら れ た 後 の  
原 稿 ９ １ を 受 け る 。 こ の 場 合 、 読 取 部 ２ ６ に よ っ て 読 み 取 ら れ た 後 の 原 稿 ９ １ を 受 け る 案  
内 部 材 １ ９ を 、 塵 埃 の 進 入 を 抑 制 す る 構 成 と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ ３ ） 案 内 部 材 １ ９ は 、 第 １ 位 置 Ｄ １ に お い て 、 湾 曲 部 分 ２ ２ Ａ の 上 方 に 位 置 す る 。 こ  
れ に よ り 、 記 録 装 置 １ １ の 大 型 化 を 抑 制 で き る 。
　 （ ４ ） 案 内 部 材 １ ９ は 、 第 １ 位 置 Ｄ １ に お い て 、 反 転 ロ ー ラ ー ２ ４ Ａ の 上 方 に 位 置 す る  
。 こ れ に よ り 、 記 録 装 置 １ １ の 大 型 化 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 （ ５ ） 先 端 部 分 １ ９ Ｂ は 、 案 内 部 材 １ ９ が 第 １ 位 置 Ｄ １ に 位 置 す る 場 合 に 、 筐 体 １ ２ の  
後 面 １ ２ Ｃ よ り も 前 方 に 位 置 す る 。 こ れ に よ り 、 記 録 装 置 １ １ の 設 置 に 要 す る 設 置 面 積 の  
増 加 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ ６ ） 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ は 、 筐 体 １ ２ の 前 面 １ ２ Ａ か ら 後 面 １ ２ Ｃ に 向 か う 方 向 へ 原 稿  
９ １ を 供 給 す る 供 給 部 ３ ２ を 有 す る 。 こ の 場 合 、 ユ ー ザ ー は 、 筐 体 １ ２ の 前 方 か ら 原 稿 ９  
１ を 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ に 供 給 で き る 。 そ の た め 、 記 録 装 置 １ １ の 使 い 勝 手 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 以 下 の よ う に 変 更 し て 実 施 す る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 及 び 以 下 の 変  
更 例 は 、 技 術 的 に 矛 盾 し な い 範 囲 で 互 い に 組 み 合 わ せ て 実 施 す る こ と が で き る 。
　 ・ 図 ６ に 示 す よ う に 、 案 内 部 材 １ ９ は 、 原 稿 ９ １ の 姿 勢 を 上 下 に 反 転 さ せ る よ う に 原 稿  
９ １ を 案 内 す る 経 路 と し て 機 能 し て も よ い 。 こ の 変 更 例 に お い て 、 原 稿 ９ １ は 、 案 内 部 材  
１ ９ に 案 内 さ れ る こ と に よ っ て 、 姿 勢 が 反 転 さ れ た 状 態 で 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ 上 に 排 出 さ れ  
る 。 そ の た め 、 原 稿 ９ １ は 、 読 取 部 ２ ６ に よ っ て 読 み 取 ら れ た 面 が 上 を 向 く 姿 勢 で 、 読 取  
ユ ニ ッ ト １ ８ 上 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 案 内 部 材 １ ９ は 、 例 え ば 、 排 出 さ れ る 原 稿 ９ １ の 姿 勢 を 反 転 さ せ る た め の フ ラ ッ プ ３ ５  
を 有 す る 。 読 取 部 ２ ６ に 読 み 取 ら れ た 原 稿 ９ １ は 、 フ ラ ッ プ ３ ５ に 接 触 す る こ と に よ っ て  
、 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ 上 に 案 内 さ れ る 。 こ の と き 、 原 稿 ９ １ の 姿 勢 が 上 下 に 反 転 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 フ ラ ッ プ ３ ５ は 、 折 り 畳 み 可 能 に 構 成 さ れ て も よ い 。 図 ７ に お い て 、 フ ラ ッ プ ３ ５ は 、  
引 き 出 さ れ た 状 態 で あ る 。 フ ラ ッ プ ３ ５ を 折 り 畳 む こ と に よ っ て 、 案 内 部 材 １ ９ を ト レ イ  
と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ・ 図 ７ に 示 す よ う に 、 案 内 部 材 １ ９ は 、 第 １ 部 材 ３ ６ と 、 第 ２ 部 材 ３ ７ と を 有 し て も よ  
い 。 第 １ 部 材 ３ ６ は 、 筐 体 １ ２ に 対 し て 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 第 ２ 部 材 ３ ７ は 、 第  
１ 部 材 ３ ６ に 対 し て 変 位 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 第 ２ 部 材 ３ ７ は 、 第 １ 部 材 ３ ６ に 収 容 さ  
れ る 収 容 位 置 Ｅ １ と 、 第 １ 部 材 ３ ６ か ら 連 な る よ う に 延 び る 延 伸 位 置 Ｅ ２ と に 変 位 す る 。  
図 ７ に お い て 、 第 ２ 部 材 ３ ７ は 、 延 伸 位 置 Ｅ ２ に 位 置 す る 。 図 ７ に お い て 、 ２ 点 鎖 線 で 示  
さ れ る 位 置 が 収 容 位 置 Ｅ １ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 ２ 部 材 ３ ７ は 、 第 １ 部 材 ３ ６ に 対 し て 挿 抜 可 能 に 構 成 さ れ て も よ い 。 こ の 場 合 、 第 ２  
部 材 ３ ７ は 、 第 １ 部 材 ３ ６ に 向 け て 押 し 込 ま れ る こ と に よ っ て 収 容 位 置 Ｅ １ に 変 位 し 、 第  
１ 部 材 ３ ６ か ら 引 き 出 さ れ る こ と に よ っ て 延 伸 位 置 Ｅ ２ に 変 位 す る 。 第 ２ 部 材 ３ ７ は 、 第  
１ 部 材 ３ ６ に 対 し て 折 り 畳 み 可 能 に 構 成 さ れ て も よ い 。 こ の 場 合 、 第 ２ 部 材 ３ ７ は 、 第 １  
部 材 ３ ６ に 対 し て 折 り 畳 ま れ る こ と に よ っ て 収 容 位 置 Ｅ １ に 変 位 し 、 第 １ 部 材 ３ ６ に 対 し  
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て 引 き 出 さ れ る こ と に よ っ て 延 伸 位 置 Ｅ ２ に 変 位 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 案 内 部 材 １ ９ に お い て は 、 第 ２ 部 材 ３ ７ が 延 伸 位 置 Ｅ ２ に 位 置 す る こ と に よ っ て 、 そ の  
全 長 が 延 び る 。 す な わ ち 、 第 ２ 部 材 ３ ７ が 延 伸 位 置 Ｅ ２ に 位 置 す る 場 合 に 案 内 部 材 １ ９ が  
案 内 で き る 原 稿 ９ １ の 最 大 サ イ ズ は 、 第 ２ 部 材 ３ ７ が 収 容 位 置 Ｅ １ に 位 置 す る 場 合 に 案 内  
部 材 １ ９ が 案 内 で き る 原 稿 ９ １ の 最 大 サ イ ズ よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の 変 更 例 に よ れ ば 、 以 下 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 （ ７ ） 第 ２ 部 材 ３ ７ が 延 伸 位 置 Ｅ ２ に 位 置 す る こ と に よ っ て 、 案 内 部 材 １ ９ は 、 サ イ ズ  
の 大 き な 原 稿 ９ １ を 案 内 で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ・ 供 給 部 ３ ２ は 、 筐 体 １ ２ の 後 面 １ ２ Ｃ か ら 筐 体 １ ２ の 前 面 １ ２ Ａ に 向 か う 方 向 へ 原 稿  
９ １ を 供 給 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 排 出 部 ３ ３ は 、 供 給 部 ３ ２ と 同 様 に 、 筐 体 １ ２ の 後 面  
１ ２ Ｃ か ら 筐 体 １ ２ の 前 面 １ ２ Ａ に 向 か う 方 向 へ 原 稿 ９ １ を 排 出 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ・ 基 端 部 分 １ ９ Ａ は 、 読 取 部 ２ ６ よ り も 前 方 に 位 置 し て も よ い 。 す な わ ち 、 筐 体 １ ２ の  
上 部 に お い て 、 基 端 部 分 １ ９ Ａ と 筐 体 １ ２ の 前 面 １ ２ Ａ と の 間 の 距 離 は 、 読 取 部 ２ ６ と 筐  
体 １ ２ の 前 面 １ ２ Ａ と の 間 の 距 離 よ り も 短 く て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ・ 読 取 部 ２ ６ が 、 供 給 経 路 ３ １ の 下 方 に 設 け ら れ て い る が 、 上 方 に 設 け ら れ て も よ く 、  
ま た 上 方 、 下 方 の 両 方 に 設 け ら れ て も よ い 。
　 ・ 案 内 部 材 １ ９ は 、 筐 体 １ ２ の 上 部 に お い て 先 端 部 分 １ ９ Ｂ と 筐 体 １ ２ の 後 面 １ ２ Ｃ と  
の 間 の 距 離 が 短 く な る よ う に 回 転 す る こ と に よ っ て 、 第 ２ 位 置 Ｄ ２ に 変 位 し て も よ い 。 案  
内 部 材 １ ９ は 、 筐 体 １ ２ の 上 部 に お い て 先 端 部 分 １ ９ Ｂ と 筐 体 １ ２ の 前 面 １ ２ Ａ と の 間 の  
距 離 が 短 く な る よ う に 回 転 す る こ と に よ っ て 、 第 １ 位 置 Ｄ １ に 変 位 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ・ 媒 体 ９ ９ は 、 金 属 フ ィ ル ム 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム 、 布 帛 な ど で も よ い 。
　 ・ 記 録 部 １ ３ は 、 媒 体 ９ ９ に 液 体 を 吐 出 す る こ と に よ っ て 記 録 す る 構 成 に 限 ら ず 、 媒 体  
９ ９ に 熱 を 加 え る こ と に よ っ て 記 録 す る 構 成 で も よ い し 、 媒 体 ９ ９ に 打 刻 す る こ と に よ っ  
て 記 録 す る 構 成 で も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ・ 案 内 部 材 １ ９ は 、 第 ２ 位 置 Ｄ ２ に お い て 、 供 給 開 口 ２ ８ 及 び 排 出 開 口 ２ ９ の 何 れ か 一  
方 の み を 覆 う よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。 こ の 構 成 に お い て も 、 読 取 ユ ニ ッ ト １ ８ 内 に 塵 埃  
が 進 入 す る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ・ 記 録 部 １ ３ が 吐 出 す る 液 体 は イ ン ク に 限 ら ず 、 例 え ば 機 能 材 料 の 粒 子 が 液 体 に 分 散 又  
は 混 合 さ れ て な る 液 状 体 な ど で も よ い 。 例 え ば 、 記 録 部 １ ３ が 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 、 エ レ ク  
ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 及 び 面 発 光 デ ィ ス プ レ イ の 製 造 な ど に 用 い ら れ る 電 極 材  
ま た は 画 素 材 料 な ど の 材 料 を 分 散 ま た は 溶 解 の か た ち で 含 む 液 状 体 を 噴 射 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 下 に 、 上 述 し た 実 施 形 態 及 び 変 更 例 か ら 把 握 さ れ る 技 術 的 思 想 及 び そ の 作 用 効 果 を 記  
載 す る 。
　 （ Ａ ） 記 録 装 置 は 、 媒 体 に 記 録 す る 記 録 部 と 、 前 記 記 録 部 を 収 容 す る 筐 体 と 、 前 記 筐 体  
に 対 し て 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ 、 前 記 媒 体 を 収 容 す る 収 容 部 と 、 前 記 筐 体 の 上 部 に 位 置 す る  
読 取 ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え 、 前 記 読 取 ユ ニ ッ ト は 、 原 稿 を 読 み 取 る 読 取 部 と 、 前 記 原 稿 を 案  
内 す る た め の 案 内 部 材 と 、 前 記 読 取 部 に よ っ て 読 み 取 ら れ る 前 記 原 稿 が 通 過 す る 開 口 と 、  
を 有 し 、 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 筐 体 に 対 し て 回 転 す る こ と に よ っ て 、 前 記 開 口 を 露 出 さ せ  
る と と も に 前 記 原 稿 を 案 内 可 能 と な る 第 １ 位 置 と 、 前 記 開 口 を 覆 う 第 ２ 位 置 と に 変 位 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 案 内 部 材 が 第 ２ 位 置 に 位 置 す る こ と に よ っ て 、 開 口 か ら 読 取 ユ ニ ッ  
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ト 内 に 塵 埃 が 進 入 す る こ と を 抑 制 で き る 。 原 稿 を 案 内 す る た め の 部 材 で あ る 案 内 部 材 が 塵  
埃 の 進 入 を 抑 制 す る こ と に よ っ て 、 部 品 点 数 を 増 加 さ せ る こ と な く 、 読 取 ユ ニ ッ ト 内 に 塵  
埃 が 進 入 す る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 （ Ｂ ） 上 記 記 録 装 置 に お い て 、 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 第 １ 位 置 に お い て 、 前 記 読 取 部 に  
よ っ て 読 み 取 ら れ た 後 の 前 記 原 稿 を 受 け て も よ い 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 読 取 部 に よ っ て 読 み 取 ら れ た 後 の 原 稿 を 受 け る 案 内 部 材 を 、 塵 埃 の  
進 入 を 抑 制 す る 構 成 と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 （ Ｃ ） 上 記 記 録 装 置 は 、 前 記 収 容 部 か ら 前 記 記 録 部 に 向 け て 延 び 、 前 記 媒 体 が 搬 送 さ れ  
る 搬 送 経 路 を 備 え 、 前 記 搬 送 経 路 は 、 搬 送 さ れ る 前 記 媒 体 を 湾 曲 さ せ る 湾 曲 部 分 を 有 し 、  
前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 第 １ 位 置 に お い て 、 前 記 湾 曲 部 分 の 上 方 に 位 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 記 録 装 置 の 大 型 化 を 抑 制 で き る 。
　 （ Ｄ ） 上 記 記 録 装 置 は 、 前 記 収 容 部 か ら 前 記 記 録 部 に 向 け て 前 記 媒 体 を 搬 送 す る 搬 送 部  
を 備 え 、 前 記 搬 送 部 は 、 前 記 収 容 部 か ら 前 記 記 録 部 に 向 か う 過 程 に お い て 前 記 媒 体 の 姿 勢  
を 反 転 さ せ る 反 転 ロ ー ラ ー を 有 し 、 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 第 １ 位 置 に お い て 、 前 記 反 転 ロ  
ー ラ ー の 上 方 に 位 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 記 録 装 置 の 大 型 化 を 抑 制 で き る 。
　 （ Ｅ ） 上 記 記 録 装 置 に お い て 、 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 筐 体 に 対 し て 回 転 す る よ う に 構 成  
さ れ る 第 １ 部 材 と 、 前 記 第 １ 部 材 に 対 し て 変 位 す る よ う に 構 成 さ れ る 第 ２ 部 材 と を 有 し 、  
前 記 第 ２ 部 材 は 、 前 記 第 １ 部 材 に 収 容 さ れ る 収 容 位 置 と 、 前 記 第 １ 部 材 か ら 連 な る よ う に  
延 び る 延 伸 位 置 と に 変 位 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 ２ 部 材 が 延 伸 位 置 に 位 置 す る こ と に よ っ て 、 案 内 部 材 は 、 サ イ ズ  
の 大 き な 原 稿 を 案 内 で き る 。
　 （ Ｆ ） 上 記 記 録 装 置 に お い て 、 前 記 案 内 部 材 は 、 前 記 筐 体 に 対 し て 回 転 す る 場 合 に 軸 と  
な る 基 端 部 分 と 、 前 記 基 端 部 分 と は 反 対 の 先 端 部 分 と を 有 し 、 前 記 先 端 部 分 は 、 前 記 案 内  
部 材 が 前 記 第 １ 位 置 に 位 置 す る 場 合 に 、 前 記 筐 体 の 後 面 よ り も 前 方 に 位 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 記 録 装 置 の 設 置 に 要 す る 設 置 面 積 の 増 加 を 抑 制 で き る 。
　 （ Ｇ ） 上 記 記 録 装 置 に お い て 、 前 記 読 取 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 筐 体 の 前 面 か ら 前 記 筐 体 の 後  
面 に 向 か う 方 向 へ 前 記 原 稿 を 供 給 す る 供 給 部 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ユ ー ザ ー は 、 筐 体 の 前 方 か ら 原 稿 を 読 取 ユ ニ ッ ト に 供 給 で き る 。 そ  
の た め 、 記 録 装 置 の 使 い 勝 手 が 向 上 す る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 １ １ … 記 録 装 置 、 １ ２ … 筐 体 、 １ ２ Ａ … 前 面 、 １ ２ Ｂ … 上 面 、 １ ２ Ｃ … 後 面 、 １ ３ … 記  
録 部 、 １ ４ … 操 作 部 、 １ ５ … 表 示 画 面 、 １ ６ … 操 作 ボ タ ン 、 １ ７ … 排 出 カ バ ー 、 １ ８ … 読  
取 ユ ニ ッ ト 、 １ ９ … 案 内 部 材 、 １ ９ Ａ … 基 端 部 分 、 １ ９ Ｂ … 先 端 部 分 、 ２ １ … 収 容 部 、 ２  
２ … 搬 送 経 路 、 ２ ２ Ａ … 湾 曲 部 分 、 ２ ３ … 反 転 経 路 、 ２ ４ … 搬 送 部 、 ２ ４ Ａ … 反 転 ロ ー ラ  
ー 、 ２ ６ … 読 取 部 、 ２ ７ … 開 口 、 ２ ８ … 供 給 開 口 、 ２ ９ … 排 出 開 口 、 ３ １ … 供 給 経 路 、 ３  
２ … 供 給 部 、 ３ ３ … 排 出 部 、 ３ ５ … フ ラ ッ プ 、 ３ ６ … 第 １ 部 材 、 ３ ７ … 第 ２ 部 材 、 ９ １ …  
原 稿 、 ９ ９ … 媒 体 、 Ｄ １ … 第 １ 位 置 、 Ｄ ２ … 第 ２ 位 置 、 Ｅ １ … 収 容 位 置 、 Ｅ ２ … 延 伸 位 置 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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